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○
精
神
保
健
福
祉
士
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
新
旧
対
照
表

（
第
七
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

目
次

目
次

第
一
章
～
第
三
章

(

略)

第
一
章
～
第
三
章

(

略)

第
四
章

義
務
等
（
第
三
十
八
条
の
二
―
第
四
十
三
条
）

第
四
章

義
務
等
（
第
三
十
九
条
―
第
四
十
三
条
）

第
五
章

（
略
）

第
五
章

（
略
）

（
定
義
）

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
精
神
保
健
福
祉
士
」
と
は
、
第
二
十
八
条
の
登

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
精
神
保
健
福
祉
士
」
と
は
、
第
二
十
八
条
の
登

録
を
受
け
、
精
神
保
健
福
祉
士
の
名
称
を
用
い
て
、
精
神
障
害
者
の
保
健
及
び

録
を
受
け
、
精
神
保
健
福
祉
士
の
名
称
を
用
い
て
、
精
神
障
害
者
の
保
健
及
び

福
祉
に
関
す
る
専
門
的
知
識
及
び
技
術
を
も
っ
て
、
精
神
科
病
院
そ
の
他
の
医

福
祉
に
関
す
る
専
門
的
知
識
及
び
技
術
を
も
っ
て
、
精
神
科
病
院
そ
の
他
の
医

療
施
設
に
お
い
て
精
神
障
害
の
医
療
を
受
け
、
又
は
精
神
障
害
者
の
社
会
復
帰

療
施
設
に
お
い
て
精
神
障
害
の
医
療
を
受
け
、
又
は
精
神
障
害
者
の
社
会
復
帰

の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
施
設
を
利
用
し
て
い
る
者
の
地
域
相
談
支

の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
施
設
を
利
用
し
て
い
る
者
の
社
会
復
帰
に

援
（
障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
条
第
十

関
す
る
相
談
に
応
じ
、
助
言
、
指
導
、
日
常
生
活
へ
の
適
応
の
た
め
に
必
要
な

七
項
に
規
定
す
る
地
域
相
談
支
援
を
い
う
。
第
四
十
一
条
第
一
項
に
お
い
て
同

訓
練
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
こ
と
（
以
下
「
相
談
援
助
」
と
い
う
。
）
を
業
と

じ
。
）
の
利
用
に
関
す
る
相
談
そ
の
他
の
社
会
復
帰
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
、

す
る
者
を
い
う
。

助
言
、
指
導
、
日
常
生
活
へ
の
適
応
の
た
め
に
必
要
な
訓
練
そ
の
他
の
援
助
を

行
う
こ
と
（
以
下
「
相
談
援
助
」
と
い
う
。
）
を
業
と
す
る
者
を
い
う
。

（
受
験
資
格
）

（
受
験
資
格
）

第
七
条

試
験
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
な
け
れ
ば
、
受
け

第
七
条

試
験
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
な
け
れ
ば
、
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

一

学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
に
基
づ
く
大
学
（
短

一

学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
に
基
づ
く
大
学
（
短



- 196 -

期
大
学
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い
て
文
部
科
学
省

期
大
学
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い
て
厚
生
労
働
大

令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
精
神
障
害
者
の
保
健
及
び
福
祉
に
関
す
る
科

臣
の
指
定
す
る
精
神
障
害
者
の
保
健
及
び
福
祉
に
関
す
る
科
目
（
以
下
こ
の

目
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
指
定
科
目
」
と
い
う
。
）
を
修
め
て
卒
業
し

条
に
お
い
て
「
指
定
科
目
」
と
い
う
。
）
を
修
め
て
卒
業
し
た
者
そ
の
他
そ

た
者
そ
の
他
そ
の
者
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者

の
者
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者

二

学
校
教
育
法
に
基
づ
く
大
学
に
お
い
て
文
部
科
学
省
令
・
厚
生
労
働
省
令

二

学
校
教
育
法
に
基
づ
く
大
学
に
お
い
て
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
す
る
精
神

で
定
め
る
精
神
障
害
者
の
保
健
及
び
福
祉
に
関
す
る
基
礎
科
目
（
以
下
こ
の

障
害
者
の
保
健
及
び
福
祉
に
関
す
る
基
礎
科
目
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「

条
に
お
い
て
「
基
礎
科
目
」
と
い
う
。
）
を
修
め
て
卒
業
し
た
者
そ
の
他
そ

基
礎
科
目
」
と
い
う
。
）
を
修
め
て
卒
業
し
た
者
そ
の
他
そ
の
者
に
準
ず
る

の
者
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
で
あ
っ
て
、
文
部

も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
で
あ
っ
て
、
文
部
科
学
大
臣
及
び

科
学
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
し
た
学
校
又
は
厚
生
労
働
大
臣
の
指

厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
し
た
学
校
、
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
し
た
職
業
能
力

定
し
た
養
成
施
設
（
以
下
「
精
神
保
健
福
祉
士
短
期
養
成
施
設
等
」
と
い
う

開
発
促
進
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
六
十
四
号
）
第
十
五
条
の
六
第
一
項

。
）
に
お
い
て
六
月
以
上
精
神
保
健
福
祉
士
と
し
て
必
要
な
知
識
及
び
技
能

各
号
に
掲
げ
る
施
設
若
し
く
は
同
法
第
二
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
職
業

を
修
得
し
た
も
の

能
力
開
発
総
合
大
学
校
（
以
下
「
職
業
能
力
開
発
校
等
」
と
い
う
。
）
又
は

厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
し
た
養
成
施
設
（
以
下
「
精
神
保
健
福
祉
士
短
期
養

成
施
設
等
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
六
月
以
上
精
神
保
健
福
祉
士
と
し
て
必

要
な
知
識
及
び
技
能
を
修
得
し
た
も
の

三

学
校
教
育
法

に
基
づ
く
大
学
を
卒
業
し
た
者
そ
の
他
そ
の
者
に
準
ず
る
も

三

学
校
教
育
法

に
基
づ
く
大
学
を
卒
業
し
た
者
そ
の
他
そ
の
者
に
準
ず
る
も

の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
で
あ
っ
て
、
文
部
科
学
大
臣
及
び
厚

の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
で
あ
っ
て
、
文
部
科
学
大
臣
及
び
厚

生
労
働
大
臣
の
指
定
し
た
学
校
又
は
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
し
た
養
成
施
設

生
労
働
大
臣
の
指
定
し
た
学
校
、
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
し
た
職
業
能
力
開

（
以
下
「
精
神
保
健
福
祉
士
一
般
養
成
施
設
等
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
一

発
校
等
又
は
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
し
た
養
成
施
設
（
以
下
「
精
神
保
健
福

年
以
上
精
神
保
健
福
祉
士
と
し
て
必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
修
得
し
た
も
の

祉
士
一
般
養
成
施
設
等
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
一
年
以
上
精
神
保
健
福
祉

士
と
し
て
必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
修
得
し
た
も
の

四
～
十
一

（
略
）

四
～
十
一

（
略
）

第
四
章

義
務
等

第
四
章

義
務
等

（
誠
実
義
務
）

第
三
十
八
条
の
二

精
神
保
健
福
祉
士
は
、
そ
の
担
当
す
る
者
が
個
人
の
尊
厳
を
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保
持
し
、
そ
の
有
す
る
能
力
及
び
適
性
に
応
じ
自
立
し
た
生
活
を
営
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
常
に
そ
の
者
の
立
場
に
立
っ
て
、
誠
実
に
そ
の
業
務
を
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
連
携
等
）

（
連
携
等
）

第
四
十
一
条

精
神
保
健
福
祉
士
は
、
そ
の
業
務
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の

第
四
十
一
条

精
神
保
健
福
祉
士
は
、
そ
の
業
務
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
医
師

担
当
す
る
者
に
対
し
、
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
、
障
害
者
自
立
支
援
法
第
五
条
第

そ
の
他
の
医
療
関
係
者
と
の
連
携
を
保
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
項
に
規
定
す
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
地
域
相
談
支
援
に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス

そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
が
密
接
な
連
携
の
下
で
総
合
的
か
つ
適
切
に
提
供
さ
れ
る

よ
う
、
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
者
そ
の
他
の
関
係
者
等
と
の
連
携
を

保
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
資
質
向
上
の
責
務
）

第
四
十
一
条
の
二

精
神
保
健
福
祉
士
は
、
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
の
福
祉

を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
よ
る
業
務
の
内
容
の
変
化
に
適
応
す
る
た
め
、
相

談
援
助
に
関
す
る
知
識
及
び
技
能
の
向
上
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。


